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流通とＳＣ・私の視点 

2008 年 11 月８日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 147）!! 

― アメリカのユニクロと認識価値について ― 

 

アメリカのソーホー地区で、ユニクロが旗艦店（フラッグシップショップ）を出店しましたが、今一歩の

業績です。最初に郊外に何ヶ所かユニクロの店を出店しましたが、いずれも知名力不足(?)という理由でう

まくいきませんでした。そこでユニクロは、アメリカでも知名力とブランド力のあるソーホー地区で旗艦型

の店を出店し、ユニクロの知名度とブランド力のアップを図っています。現在のところ、まだ飛躍的な売上

増には結びついていないと言われています。 

私が 2008 年 10 月末にニューヨークのソーホーでユニクロを見て感じたことを、以下に述べさせていただ

きます。 

ユニクロの価格帯は 10～50 ドル未満を基軸価格とし、オールドネイビーやＨ＆Ｍと比較して２割高くな

っています（オールドネイビーやＨ＆Ｍは 10～40 ドル未満）。また、同タイプの競争店であるフォーエバー

21 より３割程度高くなっています。また、ユニクロは、カシミヤセーターやジャケット、コートが 95～150

ドルであり、オールドネイビー及びＨ＆Ｍのジャケットやコートは 100 ドル以下なのに対して、やや高いプ

ライスゾーンを設定しています。その意味で、アメリカの消費者から見て、オールドネイビーやＨ＆Ｍやフ

ォーエバー21 と比較して、また、店のイメージやＶＭＤから見て、「ワンランク上のデイリーアパレルのバ

リュー業態」あるいは「やや高めのデイリーアパレルのバリュー業態」と見られている感があります。 

ユニクロの売りは、品質（素材、製造精度、機能性）の高さにあります。日本の消費者は、何かを犠牲に

した安さ（品質を犠牲にした安さ、選択肢を犠牲にした安さ、サービスを犠牲にした安さ、店舗イメージを

犠牲にした安さ）は認めない性格を持っています。それが、ダイエーの失敗、カルフールの失敗、ウォルマ

ートの苦戦の原因です。しかし、アメリカでは品質を犠牲にした安さが通用する消費者が多数存在します。

安いのだから仕方がないという、品質に無頓着な消費者です。それゆえに、ユニクロの品質を重視した商品

はなかなか理解できないと考えられます。オールドネイビーの安さや、Ｈ＆Ｍとフォーエバー21 のデザイ

ン性やファッション性は、目で見えるために理解できても、品質の良さは使って初めて理解できるものであ

り、また、品質の良さを重視する消費者でないと理解してくれません。オールドネイビーが、品質にこだわ

る日本の消費者には、いくら安くても恐らく通用しないと同じように、ユニクロの良さ（品質を維持し、か

つ、安くするためにカラーで多様性・選択肢を出す手法）はアメリカの消費者には理解できません。Ｈ＆Ｍ

やフォーエバー21 が品質を改善して日本へ進出すれば通用すると思われますが、オールドネイビーは日本

では通用しないと推定されます。 

ユニクロは、世界で一番賢い日本の消費者の中で育った「日本流のデイリーアパレルのバリュー業態」で

す。 

一般的に、価値には３つのタイプがあります。１つは「物質価値」で、物自体の使用価値です。２つは「体

験価値」で、エンターテインメントのように体験して初めて感じる価値です。３つは「認識価値」であり、

知らないと理解できないが、知ってしまうとその良さが理解できる価値です。アメリカの消費者は、品質に

関する認識価値が希薄です。ヨーロッパの消費者は、日本とアメリカの中間です。 

ユニクロは、商品の品質の良さを知ってもらうために、「カシミヤ素材のセーター」の良さや「ヒートテ

ック」（JAPANESE TECHNOLOGY）の良さを説明しています。この手法は、アメリカの消費者に品質を理解させ

る認識価値づくりの１つとして有効ですが、成果は今一歩です。 

アメリカの消費者の意識を変える“偉大なる何か”のマーケティングが必要です。これからの日本は、世

界で一番賢い消費者の中で育った企業が、世界経済の中で活躍する企業となるためには、品質を基軸とした

商品を武器にすることが必要です。 
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お知らせ
「流通とＳＣ・私の視点」をご覧頂き誠にありがとうございます。
タイトル□内をクリックして頂きますと、ダイナミックマーケティング社のホームページに移動します。
まだ、弊社ホームページをご覧になって頂けていない方は、これを機会に是非お立ち寄り下さい。


